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1.開会

2.委員長挨拶

3.八 ロビジョン・総合戦略の策定過程について 【参考資料】

事務局より資料説明

4.今掃仁村人ロビジヨン (案)について 【資料 2】

事務局より資料説明

5。今帰仁村総合戦略 (案)について 【資料 3】

事務局より説明

6.答申書 (案)について 【資料 4】

事務局より説明

7.議事

委員長 資料 2に関して、何か質問等あれば伺いたい。

村の人口をどこに置くの力、施策としてどうなの力ち 人口 l万人を達成

するというのは難しい。2060年までの 1万人というのも難しし、 9,500

人が妥当な計算としている。国の推計によると無理だから無理とするの

力、 そもそも総合計画の中で 1万人を達成しようという考えがあり、将

来的なものとすれば不可能なものではないと思う。委員会の中で意見を

出していただきたい。

委員 厳 しいシミュレーションではあるが、人口靖を狙うのであれば、出生率

を上げて、教育、子育てに対する施策を掲げてそれに合 うような政策を

実施 していけば糸日は十分にあるんじゃないかなと思 う。その政策をど

ういうものにするか、子どもの医療費を無料にするのか、教育費を高校

まで無料にすることを進めていけば人口用は期待できると思う。

委員長 それは仕事づくりも含めて、できるポテンシャルはあると思う。

委員 スポーツに例えると、優勝を目指してペス ト4に入ると思う。ベス ト4

を目指して優勝はおろかそこまでいかない。日係は高くおいた方がい

い。子どもが増えたときの受け皿をどうするか考える必要がある。

委員長 大城委員、新城委員とも積極的な発営をしていただいた1

委員 保育所の受け皿づくりに関して、今後、平成 30年には民営化の施設づ

くり、翌年には村の認定こども国の設立をするということで、子どもの

受け皿を大きくしたうえで新設することを巡めている。この と、2年本

当に本村でこれだけの子ども数が見込めるかというと、実は子どもの数

は減つていく。少し安心なのは、一且減つても今後の施策によつては増

えていくだろうという推計がある。施策をしない限りは、子どもは増え

ていかないと思う。どういつた施策かというと、支給型ではなく子育て

しやすい環境づくり、教育を支援という考え方で実施 していく。たとえ

ば義務教育イ監 医療費の語もある。また塾や色んな支援の方法がある。

そういう部分をカパーできるのであれば力を入れていかないといけな
いのではない力と

委員長 色んな施策を考えて、やろうじゃないかという気持ちでいるということ

ですね
では、民間の立場からはどうでしょう力、仕事をつくつていかないとい

けないと思うが意見をお願いします。
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委員 人口が増えるということは、子どもを産む年代層の人が雇用の場をどう

やつて確保するか。雇用がなければ、企業のある隣の市町村へどんどん

移つていくという状況になるので、そういう意味では、企業あるいは産

業を興 して若者を定着させて子どもを増やすというのが純粋な人口増
ではないかと考える。企業の設立が必要じゃないかと思う。子どもの医

療費等、若者が定着できる施策が必要。

委員長 企業や産業を興す力がこの村にあるということで、それを支えるような

施策をやつていくべきだということですれ
産業開発分野からの意見をお願いします。

委員 人口 1万人を目指すということで、l万人を達成した時に社会的にどの

ようなメリント・デメリットがあるのか、人口の変化によつて起こるこ

とについても考える必要があるのではない力、

委員長 それは肯定的な立ち位置からの意見ですね。現在の人口が 9,000人で 2

万人を目指すのなら大きなひずみが起きるかもしないが、どうだろう。

委員 資料に示 している人日の社会用についての書き方だと何をどうすれば
いいのか見えづらい。5年間で ■0人増だと午問 22人賄ということで、
この 22人を UIターンで考えた場合、世帯で表すと何世帯増やせばい

いのか、何人家族の何世帯を増やせばいいのかを数値で表すとか、今い

る世帯が子どもを何人産めばどういう数になるというのがわかりづら
い。 1万人を目指すということについては賛成。

委員長 数値については、総合戦略と人ロビジョンの中で示せる力、示 している
か 。

事務局 細かい数値については、第 1回策定委員会の人ロビジョンの中で説明し

ており、最終的な資料にも掲載します。

委員 人ロビジョンで目標がl万人というのは 国の推計によるとどのシミュ
レーションでも八日は減つていくが、急激に減らなかつた理由が何かあ

ると思う。これは今婦仁の良さだと私は思う。特に地域での子育てのや
りやすさ、人付き合いのやりやすさ、日に見えない統計数字では表れな
いものが原因で、急激な人口減少をしないで現状 9,500人をずつと維持
しているのだと思う。これを活かす活動をやつていけば、先ほどからあ

るように働く場をつくれば1万人というのは十分達成可能だと思つてい

る。

特に今婦仁村は、教育立村ということで昔から人づくり、地域づくりを

やつてきて、人づくりが生活力のレベル向上につながる、教育が就職に
つながるという話があるので、育ての村を目標に施策をやつていけば l

万人は達成可能だと思う。

委員長 l万人を目指そうということですれ
委員 目標は高く持つていいと思う。隣の本部町は、海洋博もあつて大きなス

ーパーがあるけれども消滅 しそうな町になつているのはなぜなのかな

と常に疑間に思つている。その答えと田港委員が発言したように本村の

今見えていないいいところが隠れているのだろうなと思う。今回の 3回
の議論だけでは十分ではないと思うが、今後も継統 して考えていく必要
がある。

委員長 住みやすい環境づくりを書いていかないといけないです縄

委員 l万人をぜひ目標に掲げていきたい。

委員長 庁舎内プロジェクトチームでは、1万人達成について本当にできるのか

なという意見が出たというが、それはどちらの意味です力ちやれるかな
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という意味なのか、かえって人日という目採を置かない方がキせなので

はないかという意見なのか。

事務局 プロジェクトチームでは、本村の人口が 7千人等に減少 していくという

推計が出ている中で 1万人は本当に達成できるのか、それよりは、現状

維持で住みやすいまちづくりをみんなで考えた方がいいのではないか

という話をした。

田港委員が話したように、人口が 9,500人で推移しているのは本村に何

かいいところがあるのだと思 う。1万人は、ずつと村が掲げている目採

ではあるが、それにこだわらず現状維持を考えて住みよい環境づくりを

考えていこうという話になつた。

住みやすい環境づくりをした結果人口が
'曽

えれば贈 しいことである。

委員 いかにして若者が定着できるかが課題。地域で生活できるためには仕事

おくないといけない。

委員長 戦略に入れていきましょう。

委員 1万人は、純増で考えれば難 しいと思うが、村の活性化のためには人口

用というのは必要不可欠だと感 じる。なので、繰り返しになるが、名護

市や本部町から通う方もいるので、職と子育ての環境づくりをする戦略

が必要だと思う。

委員長 では、皆さんの意見は人口 l万人を掲げるということで異議なしでよい

力、

委員 委員長の話にもあつたが、何もやらなければ人口は減つていく。村の合

意の中で、現状の維持が望ましいというビジョンがあつたので、l万人

というのはプラスアルファの目標であつて、9,500人 くらいが精いつぱ

い。何もしなければ減る中で何とか現状維持をがんばろうというような
スタンスを示した上で、もう少しがんばればもしかすると長年の日標で

あつた 1万人に到達するよという2段階日標というのがわかるような示

し方をした方がよい。おそらく他市町村の中には、減少の中でがんばり

ますという市町村もあり、どうやつたつて増えないという市町村もあ

る。何とか今帰仁村は維持を達成 してプラスアルファ 1万人を進成する

努力をするというような書き方をするとわかりやすいのかなと思う。

委員長 人口1万人を目標にしますという戦略になつているかというのを見てい

きましょう。足りないところを皆さんに意見を出していただきたい。

委員 平成 22年度実施の国勢調査は人口9,257人だが、今回 (平,戎 27年度)

実施の国勢調査は 9,500人 (精査途中)で減少ではなく微増である。

委員 八ロビジョンについて、2060年 H寺 9,457人 というのはパターン3のこ

とですか。

事務局 はい。パターン 3が 2060年時日標人口9,457人 である。

委員 現状維持の日標である9,500人ですら、出生率を2.5ま で増やして、更

に5年間で75人ずつ転入を仮定しても現状維持だということで1~よ ね。

もう少しわかりやすく、村民が資料を見たときに伝わりやすい表示の仕

方を工夫した方がよいと思 う。

委員長 見せ方を工夫して事務局で資料を作つていきましょう。

委員 日標は高い方がいいと思う。2月 初め頃から、経済課では農振地域農用

地の総合的見直しの説明会を実施 している。その中で、いろんな意見が

出ている。若者が瑠えていけばいいと思うが、結婚の年齢について、結

婚が避くなると子どもを産むことに影響が出てくると思う。

委員長 そこは大事なポイン トだと思 う。戦略の中に入れていきましょう。
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では、次に総合戦略について事務局から説明してください。

事務局 総合戦略について説明

委員長 事務局が作成 した総合戦略案について、委員の意見を出していただきた
い 。

委員 この策定委員会は、人ロビジョン・総合戦略の策定までを担 うと思うの

ですが、PDCAサイクルの評価・検証は誰が行うの力、 策定委員会が、

計画策定後は検証委員会のようなものになつているの力、
事務局 委員の皆様は、平成 31年度 (平成 32年 3月 31日 )まで策定委員会の

委員として任命されています (第 1回策定委員会時に委嘱状交付)。 今

年度策定した計画に基づき、次年度以降計画を実施 していく中で、毎年
1回策定委員会を開催し、その評価、必要があれば見直しをするという

役割を委員の皆様に担つていただきます。

委員 先ほど話があったように、本部町の人口が減つている原因は何なのかと
いう視点は非常にいい意見だと思う。それぞれの日標に対するマーケテ

ィング、うまくいつているのかとか、今帰仁村だけではなく近隣市町村
の動向もきちんと調べていかないと難 しい部分があると思うので、こう
いうのはどこに役割を置いた方がいいの力ち

委員長 その必要性を報告あるいは答申の中で委員の意見として盛 り込める方

法を考える。
特に観光分野についてはどう力ち

委員 基本目標 2の数値目標の中で案内ガイ ドの登録教基準値 37人から目標

値 100人とあるが、実施の施策の中でガイ ドが出てくるのは、「林業を

活用した森林レクリエーションの推進Jの中で「③案内ガイド。インス

トラクターの養成Jと いうのが出てくるのだが、ここにあるガイドは今
帰仁城跡のガイドとは違うの力比

事務局 含めて考えている。書き方を考えます。

委員 基本目標 1から4があるが、この総合戦略に掲げたものに対して 2分の

1の有il助がつくという考え方でいい力、

事務局 はい。基本目標を掲げて関連する具体的事業を後ろに掲載しているが、
ここに書いたからすべて補助金がもらえるというわけではなくて、手あ
げ方式で国に申請をして審査に通つた段階で2分の 1の補助がもらえる
ということです。

委員 この基本目標に掲げていなくて、これも掲載した方がいいということに
ついてはどうすればいい力、

事務局 この総合戦略に掲載しているものが名‖助の対象になるので、広く言葉を
入れていた方がいいです。

委員 総合戦略の 10ページの基本目標 3に数値 目標として出生率目標値 (平

成 31年)1.97と ありますが、これは、人ロビジョンの 19ページのパ

ターン 3を 目指 したち陽合、出生率を 2.1か ら徐々に 2.5と 上げていかな
いと同標に到連しないのではない力ち

事務局 現状の出生率が 1.97なので、まず 5年間はそれを維持して段階的に上
げていきましょうということです。5年後の日標値を高く設定した方が
いいということであれば検討して取り入れていきます。

委員 表記の仕方について、西暦か元号か統一した方がわかりやすい。

事務局 はい、修正 して統一します。

委員 総合戦略 8ページ基本同採 1の数値目標の従業者数について、平成 31

年目標値が 10%用 としているが、これは目標値として高いのではない
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力、 これは、働き日があつて従業者が増えると思うが、現状からみると

少し多く見積もつているのではない力、

委員 結婿する年齢との関連もあると思う。

委員 10ベージ基本目標 3の 「幼稚園や低学年の学滋保育を充実させるJの
幼稚回は一時預かりになるので除いてください。低学年ではなく就学児

にしてください。

委員 基本目標 1から4ま である中で、13ページ以降の 5.今後計画される具

体的事業の中には基本目標 4の記載がないが、必要はないの力、つくつ

た方がいいのではない力、

事務局 基本目標 4は、連携についてのもので他の事業に含まれているという意

味で記載していません。現段階で特に基本目標 4だけに特化 した事業は

出ていません。

委員 公民館の活用が′湛んである。我々高齢者は地域活性化の基本になるかも

しれない。高齢者を活かすような施策をどこかに入れてほしい。若者と

同じくらいの経済効果を生むであろう高齢者パワーを活かし、公民館活

用をできる施策をいれてほしし、

委員 シルパー人材センターのように、高齢者は現役世代と同じように活発な

ので、その力を活用できるような施策はぜひ入れてほしい。

公共交通について、村内を巡回できるようなコミュニティパスの検討も

必要。

委員長

委員

田港委員がおつしやったことについては、基本目標 2にいれていきまし

ょう。高齢者世代をどう活用 していくかを考えましょう。

人口 l万人というのは、私からの提案でもあつた。しかし、今の常識で

の計算でいくとどうしてもがんばつて9,500人 という数字しか出ない。

しかし、村民の意畿の中には 1万人という日採がある。 l万人を逮成す

るためには、総合戦略の 20ページに記載しているように、大型ホテル

の誘致や村の一等地にある役場庁舎の活用の仕方も含めた上乗せの考

えが必要である。

先ほどから発言があるように、村の目に見えない良さを見える化 した方

がいし、私は村外出身ですが、村と他市町村の連いは何かといつた時に、

豊年祭があると思う。エイサーは他市町村でも盛んだが青年会を中心に

している。豊年祭は子どもから高齢者まで一緒に活動できるというのが

今掃仁村の地域の結びつきにつながつているのではないかと思う。

基本日標 2の中にある「サテライ トオフィス環境の整備推進Jについて

は、商二会でも積極的に取り組みたい。ICTを活用 して村外の IT企業

等と連携 していき、できれば具体的事業を入れていきたい。

委員 定住促進や移住者の増加につなげるためには、戦略によつて村の状況が

よくなつた部分、例えば子育てしやすい環境や高齢者にやさしい村にな

った等というのを外に発信 していかないと、結局自分たちの自己満足で

終わつてしまつて本当の移住・定住には結びつかないと思 う。自分たち

の取り組みを積極的にプロモーションしていくことを文言として記載

した方がいい。
ICTと の関連で基本日標 4に 「インターネット高速通信網の整備Jと 書
いてあるが、数値目標には入つていないので、ぜひ数値 目標として入れ

てほしい。現在、古宇利島、今掃仁城跡には光回線が届いていないので

四つている。

委員長 この戦略づくりをするには大変重要なことだと思う。
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では、グス トの紹介をしていただきたい。

グスト (予定にはなかつたが、別件で来庁していたJTA客室部の 3人が雑誌取
材を兼ねて会議を傍聴していた。)

それぞれ自己紹介。

委員 今帰仁プランドというのを大切にしたいし育てていつた方がいい。今婦

仁スイカ以外にも索晴らしい果物がある。県内のみならず県外の方にも

制と簡単に手に入れることができる、例えば観光客が今帰仁村に来たら

簡単に食べられるとか、そういう形でプランド化していくのがいいでは

ないかと思う。これが産業・企業につながつていく。

以前にも提案したが、スポーンコンベンションによる地域活性化という
のがうたわれていて、ちょうど今頃の 2月 から3月 にかけて、いろんな
スポーツチームが合宿・キャンプをしに沖縄県に来る。今ちょうどプロ

野球キャンプの時期ですが、このキャンプが終わると今度はアマチュア

のキャンプが来る。国頭村では、合宿受け入れ環境を整えている。今帰
仁村もワル ミ大補や古宇利大橋という素晴らしい資源を持つており、マ

ラノンには素贈らしい練習環境だと元オ リンピック選手の高橋尚子さ
んも以前おつしゃつていた。そういう資源を活用して、例えば陸上関係
のキャンプ誘致を図れるような陸上競技場を設置して、種目をいろいろ
ばらけるのではなくて一つのものに集中して、駅伝 。長距離走の合宿が

できる地域は今帰仁村ですよというようなうたい方でアピールをすれ
ば、それを扱 う企業との連携にもつながるということを感 じた。

委員長 また、今婦仁村郷友会ネットワークの活用もありますよね。

委員 現在郷友会は、今婦仁村を出て 2世 3世の方がほとんど。そういう方々

に自分らのルーンの今帰仁村が大変いい村なのだということを知らし
めるために、今年は今帰仁村と郷友会がどんどん交流を持つていきまし

ょうという事業を盛んにしていきたいと思 う。昨年は村の支援も受けて

村総合まつりに参加 した。若者に今帰仁村を知ってもらうことが Uター

ン等につながると思う。

委員長 l万人戦略に大変有効なネットワークなので、その活用を考えていく必

要があると思う。

今帰仁は老大会という名前を羨えてみましょう力、

委員 老人という名前で入りたがらない方もいるので、老人クラプの維持が難
しい。スポーツや伝統芸能 (三線、舞踊)の分野で活阻している。

委員長 老人クラプの活性化について、他の地域がどのように活動をして地域責

献をしているか事務局で調べてアイディアを出してください。

委員 情報の発信力の強化が大事。私は県内在住で今婦仁村へ赴任して 2年だ
が、今帰仁村について何も知らなかった。現在、大学生アンバサダー事

業を実施 しているように今帰仁村を知ってもらうということが大事だ

と思 う。
基本目標 3の待機児童について質問。平成 26年度で20人程度とあるが、
現在待機児童はいるのか。村で待機児童がいるというのは意外であつ

た。

事務局 4月 の年度初めの時点では 0だが、年度内に産まれた子ども等について
は待機児童となつている。

委員 (補足説明)26年度末 (平成 27年 3月 31日 )には、保育所に入れな
かつた子どもが 20人いたが、平成 27年 4月 1日 には待機児意は 0と な
つている。だが、その後産まれた子どもについて、預けられるのであれ
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ば預けたいという滞在的な子どもを含めて待機児童数となつている。女

性が働きやすい環境づくりということであれば待機児鷺 0の村というの

を発信していくことも考えられる。

委員 全国的に平成 29年度末には待機児童を 0にするという施策も取り組ま

れており、計画策定も市町村に義務づけられている。

委員 この計画を実施するには子どもの医療費、子育て無料化等をしないとい

けないのかなと思うが、村の財源との兼ね合いもある。人日の増減につ

いては、離婿と晩婿が関係 してくるというのが常に頭にある。また、昭

和 22年生まれの世代が75歳になる頃の問題について高齢化の中で考え

を盛り込めたらいいと思う。

村を出て遺くから村を見ている方々は、昔のやんばるらしい森林等を残

してほしいという声が増えると、農振農用地や若い産業等への影響につ

ながる可能性も考えられる。外からの呼び込みも含めて土地利用のあり

方を総合的に考えていく必要がある。
少子化の影響で学校の統廃合が進むのであれば、今のうちから休校か廃

校か学校跡をどのように活用 していくのか施策を持つておく必要があ

ると超tう 。

委員長 土地利用については検討しないといけないことである。

委員 基本目標 3については、投資をするという考え方。将来の子ども逮のた

めにいかに教育環境をつくつていく力、 少子化が進む中で教育は重要で

ある。低所得等の理由で子どもを大学まで行かせてあげられないという

現状が見られる。村の財源の中でどれだけできるのかということもある

が、ふるさと納税等の活用も視野に入れて、長く子育てを支援 。応援す

る取り組みが必要。別の会議の中で大学への入学金が準備できないこと

で子どもが進学を諦める現状を、全体で考えていかないといけないとい

う指摘があつた。
公民館の活用と関連して、基本目標 4の 「時代に合つた地域をつくるJ

という部分について、高齢化率が高くなる時代・地域の中では、高齢者

が住みやすい環境づくりが必要。公民館の活用を含めて地域が支える高

齢化社会というようなことを入れることはできない力比

委員長 大きな政策が動き出すまでには時間がかかると思うので、それまでのつ

なぎとなるような教育支援をふるさと納税の活用を含めて村で検討で

きたらいいと思う。
北山高校というのは村にとつて宝物だと思う。そこをどうやつて活用す

るかについても関係すると思う。

委員 産業活性1ヒ と雇用の安定は非常に大事なことであるし、子どもができる

と安定 。安心して働ける環境づくりが必要で、子どもをしつかり預かる

というのが重要になってくると思うので、戦略にもいろいろな事業を哉

せている。

昨今子どもの貧困の問題が非常に取りざたされているが、人材育成の中

でも貧困であるがために学ぶことを諦めるような環境になつてもらい

たくない。地域の未来を担う人材の育成についても村から実施 していけ

るように取り組んでいきたい。

委員 総合戦略の 13ページ『l未来を担う人材育成事業Jは リニューアメレして、
「4北山高校魅力化事業Jの中で取り組んでいく。首都圏から地域おこ

し脇力隊 (許聞i)を導入して村に住んでもらい公普拠を設置し、地域の

魅力化を含めた取り組みを行 う。
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仕事について、女性が働きやすい (復帰 しやすい)環境づくり、IC狂 活
用環境の整備を進めていく必要がある。
住環境について、村営住宅を建てる計画もあるが空き家の活用に取り組
む必要があると思う。現在、村へ移住 したいという人もいるがアパー ト

等も含めて住む環境がない。村での生活を体験する住環境がない。UI
ターンを進めていく中では住環境を整備する必要がある。

委員 農業者の人口を増やすような施策を考えていきたい。今帰仁村は農来村
で、私の親も洪業をして子ども6人を育ててくれた。事業農家でそれが

できた。今後、今掃仁村で若い農業青年を増やす。今、高校を卒業する
と仕事がないので村外へ出てしまう。昔の農業のように今はスコップや
鰍で畑を耕 したりせず、機緻化が進んで普ほど重労働ではない。農業の

活性化をしたし、
スポーツコンペンションについて、運動公園という立派な施設はあるが

中途半端。ホッケー場としては使えるが、陸上競技場としては使えない

(一周 5∞m程度ある)。 陸上競技場の整備をすれば、県内外の合宿・キ

ャンプを誘致できる。運動公園計画には野球場の計画もあるが、実現し
ていない。野球、サッカー、ホッケー、陸上等で活用できるように施設
整備をすれば、スポーンコンベンションの幅も広がり人口増につなが

る。

委員 ITを活用 して農作物について数値化をすることで農業生産の裏づけを
求めながら、カッコイイ農業者をつくつていければいい。
6次産業化について、現在古宇利島に売り場があるが、もつとおしゃれ
できれいな売りtけを公共で建設して販売をすれば、魅力もあつて可能性
はあると思 う。
観光分野で古宇利島も今婦仁城跡もそうだが、仮に来たとしてもまだま
だ索通りしている状況があるので、お金を落とすしくみをみんなで考え
ていかないといけない。
大学入学金の支援等について、金融機関がサポー トすることもたくさん

あると思 うので地域を挙げて取り組んでいけたらいい。
アパー トを誘致できないか (投資してくれる企業、マンスリー等)。

委員長 農業X ITはいい考えだと思う。今婦仁プランドになる可能性がある。
委員 先週、大学生アンパサダーの東京″と業大学生 5人が字に来た。村内の農

業大学卒業生に呼びかけて歓迎会をしようと、肉用牛の業者に語をした

ところ、ふるさと納税の贈り物で牛肉が完売だということだつた。
今後、大学あるいは企業と交流するための新しいセミナーハウスを村内
に数か所つくつてほしい (宿泊費等を出して利用してもらう)。 それを
建設する問は各公民館を利用して、地域の住民と交流することで地域の

活性化を図る。例えば京都大学の学生に来てもらつて村の子どもたちに

刺激を与えたり、技術系の大学生に来てもらって交流をしたりする。一

つのセミナーハウスは、一団体専用ではなく複数の団体が使用できるし

くみづくりをする。スポーツ系、文科系、芸能系と分類をして、豊年祭

等の地域の伝統去能も体験できる体系ができれば、屈用が生まれ、観光
振興になり、教育効果にもつながる。

委員長 国もこういうメニューには補助金を出すしくみを準備 している。これを

実現するためには地域が汗を流さなければいけない。

委員 地域連携という言葉が所々に出てくるが、周辺地域との関係ということ
で、村内に雇用を常りり出して村内に住む人と、村外に働きに出ているけ
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委員長

れども村内に住んでいる人 (暮 らしやすさ)と 両面があるが、その行く

先に村が求めているものは何力、 税収力、 税収という話は総合戦略の中

ではずれているかもしれないが、結局は住民税や法人税等の歳入がある

程度自立していかないと、この先人口が減つて国もお金がなくなつてこ

こまで高率の補助ができなくなるかもしれない。そうすると、今婦仁村

が独自の税収でできる限りやつていくべきという考え方があると思う。

基本目標の中に自主財源を含めた税収の増という文言が少 しあつても

いいかなと思う。

日標値について、これは 5か年の計画なので将来 50年先の目標を立て

るわけにはいかないが、総合計画 (現在前期)にも連動して結局は今婦

仁村にいる人が住みやすくなつたか住みやすくなつていないかという

所調滴足度の部分。せつかくなので、その滴足度を 60年間毎年調査し

ていけば、長期的な KPI・ 評価指標ができるはず。住民の主観的な評価

だが、生活がしやすくなつたとか子育て環境が充実したとか所得が増え

たとかいろいろあると思うが、結果として住みやすくなつたかどうかと

いうのを 60年間で評価できる指標というものをつくつていつてもいい

のではないかと感 じ

人口増とは別に幸せ度が一番高い村という考え もある。
全国で3月 までこのような議論が展開されている。今日までの議論を事

務局で預かつて内容を検討し、村長へ報告する。地方創生事業の補助率

は 2分の 1と 高くはないが、今掃仁村にとつてアンケー ト調査をしたり

庁内会議をしたり、半年間議論を積み重ねてきたことが意味のあつたこ

とですごく大事なことだと思う。その結品として報告書ができあがつて

くる。それは今後今掃仁村にとつて宝物になると思うし議論を継続 して

いくことが大切.

これから毎年検証をしていくことになるので、係つた人は意識 して注目

していくよう継続 してよろしくお願いします。
この後午後 6時からは報告会を開催するが、少しずつ係る仲間を増やし

て協力してもらいましょう。
3回にわたる会議で進行をさせていただき皆様のご協力に感謝します。

ありがとうございました。

事務局 ・ 午後 6時から報告会を開1監

・ 策定委員会の意見を事務局でまとめたうえで村長へ答申する。
・ 次年度以降は、年 1回委員会を開催 し総合戦略の評価・検証をしていく。
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